
(57)【要約】

【課題】負荷装置の種類に依存することなく使用できる

複合電池を提供すること。

【解決手段】同一種の正極活物質からなる大容量二次電

池と高出力二次電池とを備え、大容量二次電池と高出力

二次電池は、並列に接続され、電力供給源によって充電

され、負荷装置に電力を供給する、複合電池。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 同 一 種 の 正 極 活 物 質 か ら な る 大 容 量 二 次 電 池 と 高 出 力 二 次 電 池 と を 備 え 、
　 大 容 量 二 次 電 池 と 高 出 力 二 次 電 池 は 、 並 列 に 接 続 さ れ 、 電 力 供 給 源 に よ っ て 充 電 さ れ 、
負 荷 装 置 に 電 力 を 供 給 す る こ と を 特 徴 と す る 、 複 合 電 池 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 複 合 電 池 に お い て 、
　 大 容 量 二 次 電 池 と 高 出 力 二 次 電 池 は 、 リ チ ウ ム イ オ ン 二 次 電 池 で あ る こ と を 特 徴 と す る
、 複 合 電 池 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 幅 広 い 利 用 が 可 能 な 電 池 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ノ ー ト 型 パ ソ コ ン に お い て 、 ハ ー ド デ ィ ス ク の 作 動 時 に は ３ ～ ４ Ａ の 電 流 が 流 れ 、 通 常
時 の 電 流 ０ ． ５ ～ １ Ａ よ り 数 倍 の 大 き な 電 流 を 供 給 す る 必 要 が あ る 。 ま た 、 携 帯 プ リ ン タ
で も 、 印 字 時 に は ３ ～ ７ Ａ の 電 流 が 流 れ 、 通 常 時 の 電 流 ０ ． ４ Ａ よ り 大 き な 電 流 を 必 要 と
す る 。 こ の よ う な 負 荷 変 動 は 、 パ ソ コ ン に 限 ら ず 、 ド リ ル な ど の 電 動 工 具 、 電 気 自 動 車 な
ど 、 殆 ど の 電 気 で 駆 動 す る 装 置 に 共 通 す る 現 象 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 負 荷 変 動 が 大 き な 用 途 （ ア プ リ ケ ー シ ョ ン 装 置 ） に 対 応 す る た め の 電 池 設 計 は 、 必 要 と
す る 最 大 電 流 を 供 給 で き る よ う に 設 計 す る た め 、 ど う し て も 電 池 の 容 積 や 重 量 が 大 き く な
り 、 コ ン パ ク ト 化 が で き な い と 共 に 、 高 価 格 と な っ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
＜ １ ＞ 本 発 明 は 、 負 荷 変 動 に 強 い 電 池 を 提 供 す る こ と に あ る 。
＜ ２ ＞ ま た 、 本 発 明 は 、 扱 い が 容 易 な 電 池 を 提 供 す る こ と に あ る 。
＜ ３ ＞ ま た 、 本 発 明 は 、 使 用 用 途 （ ア プ リ ケ ー シ ョ ン 装 置 ） に 合 わ せ た 電 池 を 提 供 す る こ
と に あ る 。
＜ ４ ＞ ま た 、 本 発 明 は 、 負 荷 装 置 の 種 類 に 依 存 す る こ と な く 使 用 で き る 電 池 を 提 供 を 提 供
す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 同 一 種 の 正 極 活 物 質 か ら な る 大 容 量 二 次 電 池 と 高 出 力 二 次 電 池 と を 備 え 、 大
容 量 二 次 電 池 と 高 出 力 二 次 電 池 は 、 並 列 に 接 続 さ れ 、 電 力 供 給 源 に よ っ て 充 電 さ れ 、 負 荷
装 置 に 電 力 を 供 給 す る こ と を 特 徴 と す る 、 複 合 電 池 に あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
＜ １ ＞ 複 合 電 池
　 複 合 電 池 は 、 同 一 種 の 大 容 量 二 次 電 池 １ １ と 高 出 力 二 次 電 池 １ ２ を 並 列 に 接 続 し た も の
で あ り 、 例 え ば 、 リ チ ウ ム イ オ ン を 発 生 す る 同 一 種 の 正 極 活 物 質 を 有 す る 大 容 量 リ チ ウ ム
二 次 電 池 １ １ と 高 出 力 リ チ ウ ム 二 次 電 池 １ ２ を 使 用 す る こ と が で き る 。 複 合 電 池 は 、 例 え
ば 図 １ に 示 す よ う に 、 大 容 量 二 次 電 池 １ １ と 高 出 力 二 次 電 池 １ ２ を 同 一 の ケ ー ス 内 に 配 置
し 、 大 容 量 二 次 電 池 １ １ と 高 出 力 二 次 電 池 １ ２ の 各 正 極 を 相 互 に 接 続 し 、 お よ び 、 各 負 極
を 相 互 に 接 続 し て 並 列 接 続 を 行 っ て い る 。 こ の よ う な 複 合 電 池 １ は 、 負 荷 が 大 電 流 を 必 要
と す る 場 合 で も 、 又 は 大 容 量 を 必 要 と す る 場 合 で も 、 大 容 量 二 次 電 池 １ １ と 高 出 力 二 次 電
池 １ ２ の 両 特 性 が 協 働 し て 対 応 す る こ と が で き る 。 複 合 電 池 は 、 同 一 種 類 の 大 容 量 二 次 電
池 と 高 出 力 二 次 電 池 を 同 一 の 容 器 に 一 体 に し て 収 納 し て も 、 又 は 、 各 々 単 独 の 大 容 量 二 次
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電 池 と 高 出 力 二 次 電 池 を 結 合 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 大 容 量 二 次 電 池 １ １ と 高 出 力 二 次 電 池 １ ２ が 同 一 種 の 二 次 電 池 と す る と 、 起 電 力 が 等 し
く な り 、 相 互 に 直 結 す る （ 直 接 接 続 す る ） こ と が で き 、 途 中 に 素 子 や 回 路 を 介 在 さ せ る 必
要 が な い 。 そ れ に 対 し て 、 種 類 の 異 な る 大 容 量 二 次 電 池 と 高 出 力 二 次 電 池 を 使 用 す る と 、
電 圧 調 整 を す る た め に 余 分 な 素 子 や 回 路 を 必 要 と す る 。 こ の よ う に 、 同 一 種 の 大 容 量 二 次
電 池 １ １ と 高 出 力 二 次 電 池 １ ２ を 使 用 す る と 、 同 じ 使 い 方 が で き 、 取 扱 が 便 利 と な る 。 同
一 種 の 大 容 量 二 次 電 池 と 高 出 力 二 次 電 池 と は 、 同 一 種 類 の 活 物 質 、 又 は 同 一 の イ オ ン を 生
じ る 活 物 質 を 有 す る 電 池 を い う 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
＜ ２ ＞ 大 容 量 二 次 電 池
　 大 容 量 二 次 電 池 １ １ は 、 大 容 量 の 電 荷 を 蓄 え る こ と が で き る 電 池 で あ り 、 例 え ば １ セ ッ
ト 当 り ３ ０ ０ Ｗ ｈ の 電 池 と し 、 取 り 出 せ る 電 流 は ２ ７ Ｃ （ Ｃ レ ー ト ） と す る 。 こ れ ら の 値
は 、 性 能 の 進 歩 に よ り 変 化 し う る も の で あ る 。 大 容 量 二 次 電 池 １ １ は 、 複 数 の セ ッ ト か ら
な る 電 池 パ ッ ク を 利 用 で き 、 ま た 、 リ チ ウ ム 二 次 電 池 を 利 用 で き る 。 大 容 量 二 次 電 池 は 、
二 次 電 池 保 護 回 路 １ ４ で 保 護 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
＜ ３ ＞ 高 出 力 二 次 電 池
　 高 出 力 二 次 電 池 １ ２ は 、 大 電 流 を 取 り 出 せ る 電 池 で あ り 、 例 え ば １ セ ッ ト 当 り １ ０ ８ Ｃ
の 電 池 と し 、 容 量 は ３ ０ Ｗ ｈ と す る 。 こ れ ら の 値 は 、 性 能 の 進 歩 で 変 化 し う る も の で あ る
。 高 出 力 二 次 電 池 １ ２ は 、 複 数 の セ ッ ト か ら な り 電 池 パ ッ ク を 利 用 で き る 。 高 出 力 二 次 電
池 １ ２ は 、 高 出 力 の リ チ ウ ム 二 次 電 池 を 利 用 で き る 。 高 出 力 の リ チ ウ ム 二 次 電 池 は 、 例 え
ば 、 簡 単 な セ ル 構 造 と し て 、 集 電 材 上 に 電 極 材 料 を 薄 く 形 成 す る こ と に よ り 達 成 す る こ と
が で き る 。 又 は 、 高 出 力 の リ チ ウ ム 二 次 電 池 は 、 電 極 材 料 と 電 解 液 な ど と の 接 触 面 積 を 高
め 、 ま た 、 集 電 材 と 電 極 材 料 間 の 抵 抗 を 低 減 す る こ と な ど に よ り 、 達 成 す る こ と が で き る
。 な お 、 複 合 電 池 と し て 、 大 容 量 二 次 電 池 と 高 出 力 二 次 電 池 と が １ 個 の セ ル の よ う に 一 体
に 形 成 さ れ た 複 合 電 池 を 使 用 し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 高 出 力 二 次 電 池 １ ２ は 、 二 次 電 池 保 護 回 路 １ ４ で 保 護 さ れ る 。 二 次 電 池 保 護 回 路 １ ４ は
、 大 容 量 二 次 電 池 １ １ と 高 出 力 二 次 電 池 １ ２ が 、 共 に リ チ ウ ム 二 次 電 池 の よ う に 同 一 種 類
の 二 次 電 池 と す る と 、 同 一 の 回 路 を 使 用 す る こ と が で き 、 装 置 の 構 成 部 品 を 少 な く で き 、
信 頼 性 の 向 上 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 に 、 複 合 電 池 の 設 計 方 法 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
＜ １ ＞ 複 合 電 池 の 設 計
　 複 合 電 池 は 、 例 え ば 、 大 容 量 二 次 電 池 １ １ の １ セ ッ ト が 電 気 容 量 ３ ０ ０ Ｗ ｈ 、 出 力 電 流
２ ７ Ａ の 電 池 を ｎ 個 並 列 に 接 続 し た パ ッ ク を 使 用 し 、 高 出 力 二 次 電 池 １ ２ の １ セ ッ ト が 電
気 容 量 ３ ０ Ｗ ｈ 、 出 力 電 流 １ ０ ８ Ａ の 電 池 を ｍ 個 並 列 に 接 続 し た パ ッ ク を 使 用 す る 。 こ の
複 合 電 池 の 基 本 容 量 は 、 （ ｎ × ３ ０ ０ ＋ ｍ × ３ ０ ） Ｗ ｈ で あ り 、 大 容 量 二 次 電 池 １ １ と 高
出 力 二 次 電 池 １ ２ の 各 １ セ ッ ト （ ｎ ＝ １ 、 ｍ ＝ １ ） の 複 合 電 池 の 基 本 容 量 は 、 ３ ３ ０ Ｗ ｈ
で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 複 合 電 池 の 最 大 出 力 電 流 は 、 （ ｎ × ２ ７ ＋ ｍ × １ ０ ８ ） Ａ で あ り 、 大 容 量 二 次 電 池 と 高
出 力 二 次 電 池 の 各 １ セ ッ ト （ ｎ ＝ １ 、 ｍ ＝ １ ） の 複 合 電 池 の 基 本 構 成 電 流 は 、 １ ３ ５ Ａ で
あ る 。 通 常 電 流 持 続 時 間 は （ ｎ × ０ ． ９ ＋ ｍ × ０ ． ０ ８ ） 時 間 で あ り 、 基 本 構 成 で の 通 常
電 流 持 続 時 間 は 、 ０ ． ９ ８ （ ｎ ＝ １ 、 ｍ ＝ １ ） で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
＜ ２ ＞ 複 合 電 池 装 置 の 設 計
　 複 合 電 池 装 置 は 、 複 合 電 池 を 充 電 す る 充 電 電 源 を 備 え た も の で あ り 、 複 合 電 池 １ の 充 電
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電 源 と し て 燃 料 電 池 ２ １ 、 太 陽 電 池 ３ １ 、 車 両 バ ッ テ リ ー ３ ２ な ど を 使 用 で き る 。 充 電 電
源 と し て 燃 料 電 池 ２ １ を 使 用 し 、 複 合 電 池 １ と 一 体 化 し て 、 燃 料 電 池 ２ １ か ら 複 合 電 池 １
に 絶 え ず 充 電 す る こ と に よ り 、 大 容 量 で 高 出 力 を 要 求 す る 負 荷 装 置 ４ に も 対 応 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 燃 料 電 池 ２ １ は 、 燃 料 を 入 力 と し た 電 池 で あ り 、 例 え ば 燃 料 と し て メ タ ノ ー ル Ｍ ｅ Ｏ Ｈ
を 利 用 で き る 。 燃 料 容 器 ２ ２ の 交 換 又 は 燃 料 の 注 入 に よ り 、 出 力 を 継 続 す る こ と が で き る
。 燃 料 電 池 の 出 力 と し て 、 例 え ば ９ Ｖ で ３ ０ Ｗ ｈ と す る 。 必 要 に 応 じ て 、 複 数 の 燃 料 電 池
を 並 列 に 接 続 し て 、 電 力 容 量 を 上 げ る こ と が で き る 。 燃 料 電 池 ２ １ は 、 Ｍ ｅ Ｏ Ｈ と し 、 出
力 は 、 初 期 値 と し て 、 ９ Ｖ 、 ３ ． ３ Ａ で ３ ０ Ｗ の 出 力 が 得 ら れ る 。 燃 料 電 池 が 劣 化 す る と
、 ４ ． ５ Ｖ 、 ３ ． ３ Ａ で １ ５ Ｗ の 出 力 が 得 ら れ る 。 Ｄ Ｃ ／ Ｄ Ｃ コ ン バ ー タ ２ ３ は 、 入 力 が
４ ． ５ Ｖ ～ ９ Ｖ で ３ ． ３ Ａ で あ り 、 出 力 が １ ２ ～ １ ３ Ｖ で あ り 、 電 流 は ２ ． ５ Ａ で 、 効 率
は ８ ７ ％ で あ る 。 負 荷 装 置 ４ の 消 費 に 応 じ て 、 燃 料 電 池 ２ １ を 一 日 中 常 に 稼 動 す る よ う に
設 計 す る と 、 可 能 な 限 り 小 型 の 燃 料 電 池 ２ １ と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 複 合 電 池 ２ は 、 電 気 自 動 車 ４ １ 、 電 気 駆 動 バ イ ク ４ ２ 、 電 動 工 具 、 モ ー タ 等 の 高 出 力 装
置 ４ ３ 、 Ｄ Ｃ ／ Ａ Ｃ ・ Ｉ Ｆ ４ ５ 、 Ｄ Ｃ ／ Ｄ Ｃ ・ Ｉ Ｆ ４ ６ を 介 し て 電 気 製 品 ４ ４ な ど の 負 荷
装 置 ４ に 接 続 さ れ 、 一 時 的 に 高 出 力 を 必 要 と し た り 、 長 時 間 の 大 容 量 を 提 供 す る こ と が で
き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 １ 】 複 合 電 池 の 構 造 の 説 明 図 。
【 図 ２ 】 複 合 電 池 を 用 い た 複 合 電 池 装 置 の 説 明 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
１ ・ ・ ・ 複 合 電 池
１ １ ・ ・ 大 容 量 二 次 電 池
１ ２ ・ ・ 高 出 力 二 次 電 池
１ ３ ・ ・ ケ ー ス
１ ４ ・ ・ 二 次 電 池 保 護 回 路
２ ・ ・ ・ 複 合 電 池 装 置
２ １ ・ ・ 燃 料 電 池
２ ２ ・ ・ 燃 料 容 器
２ ３ ・ ・ Ｄ Ｃ ／ Ｄ Ｃ コ ン バ ー タ
３ １ ・ ・ 太 陽 電 池
３ ２ ・ ・ 車 両 バ ッ テ リ ー
４ ・ ・ ・ 負 荷 装 置
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